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幕
末
の
出
版
検
閲
と
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版

─
幕
末
絵
本
読
本
の
人
名
表
記
を
め
ぐ
っ
て

─
竹

内

洪

介

は
じ
め
に

一
人
々
家
筋
先
祖
之
事
な
と
を
、
彼
是
相
違
之
儀
と
も
新
作
之
書
物
ニ
書

顕
し
、
世
上
致
流
布
候
儀
有
之
候
、
右
之
段
自
今
御
停
止
ニ
候
、
若
右

之
類
有
之
、
其
子
孫
よ
り
訴
出
候
ニ
お
ゐ
て
は
、
急
度
御
吟
味
可
有
之

筈
ニ
候
事
、

（⽝
御
触
書
寛
保
集
成
⽞
二
〇
二
〇
）

右
条
は
、
人
々
の
家
筋
や
先
祖
に
関
し
て
事
実
で
な
い
こ
と
を
新
作
の
書
物

に
記
し
、
世
上
に
流
布
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
子
孫

の
訴
え
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
認
め
た
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
出
版
統
制

令
第
三
条
で
あ
る
。
こ
の
法
令
は
幕
末
ま
で
の
基
本
方
針
と
し
て
そ
の
後
の
出

版
統
制
で
も
踏
襲
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
注
⚑
）。
こ
の
結
果
、
戦
国
時
代
に
取
材
し
た
戯

作
の
出
版
で
は
、
登
場
人
物
を
先
祖
に
持
つ
武
家
を
憚
り
、
作
中
の
人
名
を
実

名
か
ら
仮
名
に
改
め
る
処
理
が
な
さ
れ
た
。

上
方
絵
本
読
本
の
嚆
矢
と
し
て
近
世
文
学
史
上
に
名
を
残
す⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

（
武
内
確
斎
著
・
岡
田
玉
山
画
、
全
七
編
八
四
冊
、
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉～

享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
刊
。
大
坂
勝
尾
屋
六
兵
衛
版
、
本
稿
で
問
題
に
す
る

再
版
本
は
大
坂
河
内
屋
太
助
・
塩
屋
忠
兵
衛
等
合
梓
）
は
、
そ
の
代
表
的
事
例

で
あ
る
。
例
え
ば
織
田
信
長
、
黒
田
官
兵
衛
、
浅
野
弥
兵
衛
の
三
名
は
作
中
に

お
い
て
そ
の
実
名
が
憚
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
小
田
信
長
、
黒
多
勘
兵
衛
、
朝
野
弥

平
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
山
本
卓
氏
は
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
の
記
事
を
検
討
し
、

当
初
実
名
で
記
さ
れ
た
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
人
名
が
、
本
屋
行
司
の
改
（
検
閲
）

に
よ
っ
て
仮
名
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
注
⚒
）。
そ
の
後
⽝
絵
本
太
閤

記
⽞
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
絶
版
処
分
と
な
っ
た
の
だ
が
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
に
再
版
許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
同
書
が
再
版

に
至
っ
た
経
緯
は
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
。

上
記
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
問
題
に
し
た
い
の
は
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

の
再
版
本
に
現
れ
た
人
名
が
す
べ
て
実ㅟ

名ㅟ

に
改
め
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
（
注
⚓
）。
今
回

⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
の
記
録
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
仮
名
か
ら
実
名
へ
の
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変
更
が
幕
府
側
の
命
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
享
保

の
出
版
統
制
令
第
三
条
に
基
づ
く
検
閲
方
針
が
幕
末
に
至
っ
て
大
き
く
転
換
し

た
こ
と
を
示
す
現
象
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
想
定
に
基
づ
き
、
本

稿
で
は
ま
ず
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
の
記
事
を
中
心
に
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の

再
版
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
検
閲
方
針
の
転
換
が
な
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
関
係
文
献
で
あ
る
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞⽝
絵

本
朝
鮮
征
伐
記
⽞
等
、
幕
末
絵
本
読
本
を
中
心
と
し
た
戯
作
の
版
行
も
視
野
に

入
れ
て
、
些
か
の
卑
見
を
述
べ
た
い
。

一
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
本
に
お
け
る

人
名
変
更
と
そ
の
意
義

⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
に
お
い
て
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
本
の
人
名
を
実
名

に
改
め
る
よ
う
に
求
め
た
記
述
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
二
日
条
（⽝
出

勤
帳
⽞）
に
あ
る
。
以
下
に
そ
の
一
条
を
掲
げ
る
。

一
天
満
組
ゟ
呼
使
口
上
ニ
而
、
今
日
年
行
司
可
罷
出
浅
井
氏
へ
申
来
、
七

つ
時
頃
歟
浅
井
出
向
被
申
、
今
井
様
絵
本
太
閤
記
七
篇
揃
之
義
、
是
ハ

名
前
等
相
違
ニ
付
、
実
名
ニ
書
改
候
而
差
出
候
様
被
仰
聞
、
見
合
本
御

下
ケ
被
成
候
由
、
明
日
通
路
人
申
請
可
罷
出
候
事
（
注
⚔
）

傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。
奉
行
（
今
井
）
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
年
行
司
（
浅

井
）
は
⽛
絵
本
太
閤
記
七
篇
揃
⽜（
こ
れ
は
絶
版
に
な
っ
た
寛
政
享
和
期
版
本
を

便
宜
的
に
底
本
と
し
て
提
出
し
た
も
の
）
に
つ
い
て
、⽛
名
前
等
相
違
⽜
し
て
い

る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
、⽛
実
名
ニ
書
改
⽜
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
一
〇
月
二
七

日
の
⽝
出
勤
帳
⽞
を
見
る
と
、
こ
の
指
示
を
受
け
て
修
正
が
完
了
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
、
実
際
に
再
版
本
で
は
ど
の
よ
う
に
人
名
の
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版
許
可
は
前
述
の
通
り
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
下

り
た
が
、
実
際
に
再
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
で
あ

る
。
刊
行
許
可
か
ら
刊
行
ま
で
に
二
年
を
要
し
た
理
由
は
、
ど
う
や
ら
板
木
の

製
作
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
よ
う
だ
（
注
⚕
）。⽝
出
勤
帳
⽞

に
依
れ
ば
、
同
年
一
〇
月
七
日
に
は
板
木
が
完
成
し
、
改
印
が
捺
さ
れ
、
再
版

本
二
部
と
出
願
本
（
版
下
）
が
提
出
さ
れ
た
。
同
月
一
七
日
に
は
各
方
面
へ
の

再
版
本
の
送
付
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
編
・
第
二
編
の
再
版
本
の
奥

付
に
⽛
文
久
紀
元
辛
酉
年
十
月
刻
成
⼧

（
注
⚖
）
と
あ
る
こ
と
と
符
合
す
る
（
注
⚗
）。

さ
て
、
こ
の
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
初
編
お
よ
び
第
二
編
に
つ
い
て
、
人
名
の

変
更
が
な
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
し
た（
入
木
の
跡
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、

寛
政
享
和
期
版
本
に
貼
り
紙
で
修
正
を
施
し
、
そ
れ
を
覆
刻
し
て
版
木
を
制
作

し
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
こ
の
初
編
・
第
二
編
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
再
版
本
と

し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
六
本
あ
る
（
注
⚘
）。
こ
の
う
ち
初
刷
本
と
目
さ
れ
る
弘
前
市

立
弘
前
図
書
館
本
と
、
寛
政
享
和
期
に
刊
行
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

を
比
較
し
た
（
注
⚙
）。
結
論
か
ら
記
せ
ば
、
徳
川
家
康
以
外
の
人
名
は
小
田
信
長
→
織

田
信
長
、
黒
多
勘
兵
衛
→
黒
田
官
兵
衛
、
朝
野
弥
平
→
浅
野
弥
兵
衛
と
い
う
よ

う
に
、
す
べ
て
実
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
徳
川

家
康
に
関
し
て
は
寛
政
享
和
期
版
本
と
は
違
っ
た
形
で
実
名
が
伏
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
以
下
に
説
明
す
る
。

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞初
編
・
第
二
編
に
お
い
て
家
康
の
名
前
が
確
認
で
き
る
の
は
、

織
田
信
長
軍
と
今
川
義
元
軍
に
よ
る
丸
根
城
攻
防
戦
を
描
く
初
編
巻
五
（
二
二

丁
表
）
で
あ
る
。
家
康
は
こ
の
時
今
川
方
の
客
将
と
し
て
参
陣
し
た
。
そ
の
箇
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所
を
寛
政
享
和
期
刊
行
の
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
に
依
っ
て
引
用
す
る
と
、

今
川
方
の
手
分
に
は
、
先
、
鷲
津
の
城
へ
富
永
伯
耆
守
氏
繁
、
朝
比
奈
小

三
郎
康
秀
を
大
将
と
し
て
、
其
の
勢
一
万
余
騎
。
二
番
備
へ
三
浦
左
馬
介

義
次
、
又
千
余
騎
、
是
に
続
け
り
。
丸
根
の
城
へ
は
、
待
足
蔵
人
郷
保
手

勢
五
百
人
。
義
元
の
加
勢
、
庵
原
右
近
、
飯
尾
豊
後
守
一
万
余
騎
。
二
番

手
、葛
山
備
中
守
又
千
余
騎
、是
も
後
に
続
い
て
打
立
た
り
。（
傍
線
筆
者
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
傍
線
部
の
人
名
で
、
原
本
に
従
い
振
り
仮

名
を
付
し
て
示
せ
ば
⽛
待
足
ま
つ
た
る

蔵
人
く
ら
ん
ど

郷
保
さ
と
や
す

⽜（
図
⚑
）
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
今
川

方
の
武
将
が
列
挙
さ
れ
、
し
か
も
丸
根
城
担
当
の
⽛
待
足
蔵
人
郷
保
⽜
に
⽛
義

元
の
加
勢
⽜
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
名
は
徳
川
家

康
（
松
平
元
康
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
こ
う
考
え
た
上
で

再
版
本
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
傍
線
部
が
寛
政
享
和
期
版
本
と
は
異
な
り
、⽛
松ま
つ

康や
す

⽜（
図
⚒
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。⽛
松
⽜
と
⽛
康
⽜
の
間

が
墨
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
初
⽛
松
平
元
康
⽜
の
実
名
を
用
い

た
も
の
の
、
奉
行
方
の
命
で
⽛
平
⽜
と
⽛
元
⽜
の
二
字
を
墨
消
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
修
正
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。⽝
出
勤
帳
⽞
を
参

照
す
る
と
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
〇
月
二
七
日
に
行
司
が
実
名
へ
の
変

更
を
済
ま
せ
た
出
願
本
を
提
出
し
た
後
、
同
一
一
月
九
日
に
再
度
の
修
正
が
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
修
正
は
三
日
間
の
早
さ
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

家
康
に
関
す
る
記
述
の
墨
消
は
こ
の
二
回
目
の
修
正
指
示
の
際
に
命
じ
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
再
版
本
で
は
人
名
が
す
べ
て
実
名
に
修
正
さ
れ
た
も
の

の
、
家
康
だ
け
は
⽛
松
⽜
と
⽛
康
⽜
を
残
し
た
上
で
、
墨
消
の
形
で
実
名
が
伏

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
家
康
の
名
が
伏
せ
ら
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
天
保
の
出

版
統
制
令
に
基
づ
く
処
理
と
考
え
ら
れ
る
（
注
10
）。

以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
な
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
本
に
お
い
て
実
名
利
用

が
求
め
ら
れ
た
現
象
は
、以
下
に
説
明
す
る
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）に
起
こ
っ

図
⚑
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
）

図
⚒
（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
本
）
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た
同
書
の
絶
版
事
件
の
余
波
か
ら
す
れ
ば
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
注（
⚑
）

佐
藤
論
文
は
、
当
時
幕
閣
内
で
力
を
強
め
て
い
た
脇
坂
安
董
が
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

絶
版
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

の
色
刷
禁
止
令
（
江
戸
に
お
け
る
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
裁
決
の
翌
日
に
施
行
）

が
直
接
的
な
出
版
規
制
へ
の
余
波
と
考
え
得
る
こ
と
、
ま
た
絶
版
直
後
は
徳
川

将
軍
家
に
関
わ
る
書
籍
に
つ
い
て
、
そ
の
書
名
を
記
載
す
る
事
す
ら
憚
ら
れ
た

こ
と
、
絶
版
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
自
主
規
制
が
考
証
随
筆
の
類
に
も
及
ん
だ
こ

と
を
示
し
、⽛
文
化
四
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
名
主
改
と
、
脇
坂
安
董
が
政
治

的
な
力
を
持
ち
続
け
た
こ
と
が
重
な
っ
て
、
天
正
以
来
の
武
者
の
名
前
を
出
す

こ
と
を
禁
じ
る
規
制
は
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終
わ
る
こ
と
な
く
続
い
た
⽜
と

結
論
付
け
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
を
確
認
す
る
と
、

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
七
月
に
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
を
所
持
し
て
い
た
本
屋
が

そ
の
咎
で
詮
議
を
受
け
た
こ
と
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月
に
⽝
絵
本
太

閤
記
⽞
を
所
持
し
て
い
た
平
野
屋
市
郎
兵
衛
が
遠
流
処
分
と
な
っ
た
こ
と
、
天

保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
五
月
に
行
司
が
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞⽝
絵
本
拾
遺
信
長
記
⽞

等
複
数
の
絶
版
書
を
⽛
一
切
売
買
不
仕
⽜
旨
、
念
書
を
認
め
て
西
町
奉
行
所
に

提
出
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
後
述
す
る
が
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
～
一

八
五
四
）
に
お
い
て
も
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
の
余
波
は
看
取
さ
れ
る
。⽝
絵
本

太
閤
記
⽞
は
、
絶
版
以
降
約
半
世
紀
に
亘
っ
て
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た

の
で
あ
る
（
注
11
）。

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
考
え
れ
ば
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
人
名
に
対
す
る
変
更
指

示
、
ひ
い
て
は
再
版
そ
の
も
の
が
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で

は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、

ま
ず
は
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版
事
情
と
い
う
側
面
か
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。

二
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
の
呼
び
水
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞（
八
功
舎
徳
水
著
、
刊

行
さ
れ
た
う
ち
初
～
五
編
は
歌
川
国
芳
画
・
六
編
～
九
編
は
松
川
半
山
画
、
ま

た
初
～
七
編
は
江
戸
和
泉
屋
市
兵
衛
版
、
八
・
九
編
は
大
坂
岡
田
屋
茂
兵
衛
版
）

で
あ
る
（
注
12
）。
同
書
は
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
の
⽝
差
定
帳
⽞
六
番
第
一
六
に
、

⽛
今
般
於
江
戸
表
豊
臣
勲
功
記
初
編
拾
冊
、
板
行
御
免
之
趣
、（
中
略
）
右
は
全

私
共
先
代
之
も
の
始
而
開
板
奉
願
蒙
御
免
候
、
絵
本
太
閣
記
類
板
ニ
相
違
無
之

様
奉
存
候
⽜
と
あ
る
通
り
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
類
版
と
さ
れ
る
（⽝
絵
本
豊
臣

勲
功
記
⽞
が
出
版
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
考
察
す
る
）。
か
つ
て
大

当
た
り
を
と
っ
た
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版
は
大
坂
書
肆
に
と
っ
て
悲
願
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞の
出
版
許
可
を
受
け
て⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

の
再
版
願
い
は
重
ね
ら
れ
た
。
以
下
に
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
に
至
る
経
緯
を
、

⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
に
基
づ
き
記
す
（
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、⽝
出
勤
帳
⽞

参
照
）。

⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
出
版
の
報
を
受
け
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
二
月

二
四
日
に
は
早
速
河
内
屋
太
助
・
塩
屋
忠
兵
衛
に
よ
っ
て
、
金
二
〇
〇
疋
と
と

も
に
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
に
関
す
る
歎
願
の
口
上
書
が
提
出
さ
れ
た
（
歎
願
の
具

体
的
な
内
容
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
以
下
に
記
す
経
緯
を
見
る
限
り
、
再
版
の

陳
情
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
）。
こ
の
時
は
金
子
の
み
が
受
け
取

ら
れ
た
が
、
行
司
は
諦
め
ず
、
二
八
日
に
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
と
⽝
絵
本
太

閤
記
⽞
と
の
読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
こ
れ
ら
二
書
の
挿
絵
が
⽛
諸
々
ニ
同
図
⽜
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と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
行
司
は
そ
れ
を
別
紙
に
認
め
て
再
度
口
上

書
を
提
出
す
る
が
、
今
度
は
口
上
書
の
書
き
直
し
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
奉

行
と
行
司
の
間
で
添
削
が
重
ね
ら
れ
、
翌
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
一
六

日
に
書
き
直
さ
れ
た
口
上
書
と
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
一
一
冊
（
こ
の
う
ち
一
冊
分

は
合
本
で
あ
っ
た
か
）
が
提
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
書
類
の
手
続
き

に
は
江
戸
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
が
原
因
で
時
間
を
要
し
、
結
局
数
度
の
点
検
を

経
て
出
願
本
と
願
書
が
江
戸
に
送
ら
れ
た
の
は
三
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
前
述
し
た
人
名
変
更
の
命
が
九
月
二
日
に
下
り
、
さ
ら
に
大
坂
に
お

い
て
一
度
の
査
読
、
願
書
の
修
正
、
仮
箱
の
制
作
を
経
て
、
安
政
六
年
（
一
八

五
九
）
正
月
二
八
日
に
出
願
本
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
出
願
本

と
願
書
は
江
戸
で
詮
議
を
受
け
、
四
月
二
八
日
に
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
再
版
許

可
が
江
戸
で
内
定
し
た
旨
の
知
ら
せ
が
大
坂
に
届
い
た
。
正
式
な
再
版
許
可
が

下
り
た
の
は
同
年
一
〇
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
注
13
）。

こ
の
よ
う
に
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
は
文
献
か
ら
確
認
で
き
る
限
り
で
も
そ
の
交

渉
に
約
二
年
の
歳
月
を
要
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て
再
版
許
可
を
得
た
。
そ
し
て

右
の
経
緯
か
ら
注
目
し
た
い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
再
版
許
可
の
裁

決
が
江
戸
で
下
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
点
目
は
、
交
渉
の
初
期
段

階
に
提
出
さ
れ
た
口
上
書
の
内
容
（
注
14
）か
ら
し
て
も
、
同
書
再
版
の
交
渉
材
料
と
な

り
、
そ
の
呼
び
水
と
な
っ
た
の
が
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
の
刊
行
だ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

で
は
、
誰
が
江
戸
で
裁
決
を
下
し
、
な
ぜ
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
は
出
版
を

許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、⽝
絵
本
太

閤
記
⽞
絶
版
時
か
ら
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
出
版
時
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
幕
府

の
検
閲
体
制
が
変
わ
っ
た
の
か
を
前
提
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
、
検
閲
体
制
の
変
動

前
提
と
し
て
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
当
時
は
幕
府
に
よ
る
本
屋
仲
間
を
用
い

た
間
接
的
な
情
報
統
制
が
行
わ
れ
て
い
た
（
注
15
）。
こ
の
出
版
統
制
は
江
戸
と
大
坂
で

異
な
っ
た
の
で
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
よ
う
に
、
上
方
で
許
可
を
受
け
て
流
通
し

た
書
物
で
も
、
江
戸
で
咎
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
注
16
）。
注
（
⚑
）
佐
藤
論
文
に

よ
れ
ば
、
同
書
絶
版
の
余
波
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
九
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
名
主
改
に
よ
っ
て
長
く
続
い
た
。
名
主
改
で
は
、
改
の
主
体
が
町
年
寄
か
ら

町
名
主
に
移
管
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
い
わ
ば
⽛
自
主
的
な
検
閲
⽜
だ
っ
た
改
が
行

政
に
よ
る
管
理
に
移
行
し
た
。
こ
の
結
果
、
出
版
業
界
に
お
い
て
⽝
絵
本
太
閤

記
⽞
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
書
籍
の
取
り
締
ま
り
は
一
層
厳
し
く
な
っ
た
（
注
17
）。

こ
の
名
主
と
本
屋
仲
間
に
よ
る
新
た
な
改
の
構
造
は
、
天
保
一
三
年
（
一
八

四
二
）
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
株
仲
間
解
散
令
に
よ
る
本
屋
仲
間
の
解
散
に

よ
っ
て
崩
れ
た
。
本
屋
仲
間
が
行
っ
て
い
た
行
司
改
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
江

戸
の
場
合
、
書
籍
の
検
閲
は
町
奉
行
所
と
昌
平
坂
学
問
所
が
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
中
村
安
宏
氏
は
学
問
所
で
の
検
閲
が
学
者
（
幕
府
儒
者
）
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
（
注
18
）、
佐
藤
温
氏
は
そ
の
検
閲
に
⽛
学
問
所
ら
の
恣
意
的
な
判

断
や
解
釈
が
大
き
く
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ
た
⽜
と
述
べ
た
（
注
19
）。
ま
た
、
こ
の
本

屋
仲
間
の
解
散
を
契
機
に
検
閲
は
次
第
に
緩
ん
で
い
っ
た
（
注
20
）。
吉
原
健
一
郎
氏

は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
に
廃
止
さ
れ
た
名
主
改
に
つ
い
て
、
天
保

の
改
革
頃
に
は
既
に
町
名
主
機
構
が
弛
緩
し
、
崩
壊
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
（
注
21
）。
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
に
本
屋

仲
間
が
再
興
さ
れ
、そ
の
六
年
後
か
ら
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞の
刊
行
が
始
ま
っ
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た
。
よ
っ
て
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
時
の
検
閲
体
制
と
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞

出
版
時
の
検
閲
体
制
は
、
特
に
幕
府
が
直
接
検
閲
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か

と
い
う
点
で
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
⽝
絵
本
豊
臣
勲

功
記
⽞
出
版
時
の
検
閲
方
針
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
前
述
の
通
り
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
は
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
類
版
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
実
際
に
同
書
を
確
認
す
る
と
、
作
中
の
人

名
に
は
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
本
と
同
様
、
実
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
一
節
で
紹
介
し
た
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
初
編
巻
五
に
お
け
る
家
康
登
場
の
場
面

に
対
応
す
る
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
の
記
事
で
は
、
家
康
の
存
在
自
体
が
完
全

に
消
し
去
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
家
康
の
人
名
に
対
す
る
処
理
は
、
天
保
の
改
革
に
お
け
る
従
来
の
出
版

統
制
令
に
対
す
る
改
訂
（
注
22
）に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
る
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四

二
）
六
月
一
〇
日
に
出
さ
れ
た
こ
の
法
令
の
第
四
条
は
⽛
軽
き
か
な
本
等
之
類
⽜

を
除
き
、
家
康
以
下
歴
代
将
軍
に
つ
い
て
記
す
こ
と
を
容
認
し
た
も
の
だ
が
、

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
や
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
は
⽛
軽
き
か
な
本
等
之
類
⽜
と
し
て

の
扱
い
を
受
け
た
た
め
に
実
名
の
記
載
が
許
さ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
対
応
と

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
同
法
令
の
第
一
条
で
は
⽛
異
教
・
妄
説
を

取
り
交
え
⽜、⽛
時
の
風
俗
・
人
の
批
判
⽜
を
書
い
た
本
と
好
色
本
の
禁
止
、
第

二
条
に
⽛
人
之
家
筋
先
祖
の
事
⽜
に
つ
い
て
事
実
で
な
い
こ
と
を
記
し
た
新
作

の
書
物
の
禁
止
（⽛
人
々
家
筋
・
先
祖
之
事
杯
を
、
彼
是
相
違
之
儀
共
新
作
之
書

物
ニ
書
顕
、
世
上
流
布
致
候
儀
、
彌
可
為
停
止
事
⼧

（
注
23
））、
第
三
条
で
は
書
籍
の
奥

付
に
作
者
と
版
元
の
実
名
を
必
ず
書
き
入
れ
る
こ
と
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
第

一
条
か
ら
第
三
条
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
出
版
統
制
令
を
踏
襲
し
て
お

り
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
戦
国
時
代
の
武
者
に
関
す
る
規
制
が
、
天
保
の
出
版

統
制
令
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ず
定
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

次
に
、⽝
市
中
取
締
類
集
⽞
書
物
錦
絵
之
部
（
三
八
〇
）⽛
英
傑
三
国
誌
伝
外

一
品
取
計
之
儀
館
市
右
衛
門
伺
調
⽜（
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉
一
〇
月
）
に
注

目
す
る
。⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
等
に
所
載
の
戦
国
武
将
を
⽝
通
俗
三
国
志
⽞
の
人
物

に
見
立
て
て
そ
の
伝
を
記
し
た
草
双
紙
⽝
英
傑
三
国
誌
⽞
は
、
天
保
一
五
年
（
一

八
四
四
）
時
点
の
改
に
お
い
て
、
作
者
・
版
元
を
記
さ
ず
、
ま
た
人
名
を
実
名

で
表
記
し
た
こ
と
を
問
題
視
さ
れ
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
の
実
例
も
引
き
合
い

に
さ
れ
て
、
出
版
不
許
可
と
な
っ
た
。
町
年
寄
の
館
市
右
衛
門
が
江
戸
の
町
奉

行
所
に
提
出
し
た
こ
の
伺
い
は
、
六
年
前
の
裁
決
を
踏
ま
え
て
再
提
出
さ
れ
た

⽝
英
傑
三
国
誌
⽞
に
対
し
、
作
者
・
版
元
の
記
載
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
再
度

差
し
戻
す
べ
き
か
と
伺
い
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
で
は
、

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
と
は
違
い
⽝
英
傑
三
国
誌
⽞
が
絵
双
紙
（
草
双
紙
）
に
類
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
結
果
的
に
町
年
寄
伺
の
趣
旨
を
掛
名
主
に
穏
便
に
申
し
渡

す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
後
の
同
書
の
改
に
関
す
る
経
緯
は
不
明
だ
が
、
結

局
刊
行
時
期
は
不
詳
な
が
ら
、
同
書
は
人
名
を
実
名
で
表
記
し
、
作
者
・
版
元

の
記
載
が
な
い
ま
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
絶
版
の

余
波
を
示
す
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
期
以
来
の
自
主
規
制
が
軽
視
さ
れ

始
め
た
現
象
と
も
い
え
る
。
注
（
16
）
佐
藤
書
は
、
弘
化
・
嘉
永
期
の
合
巻
に

つ
い
て
、
天
保
の
出
版
統
制
令
で
定
め
ら
れ
た
役
者
似
顔
絵
の
使
用
や
多
色
摺

の
咎
め
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
規
制
の
緩
み
を
指
摘
し
て
お
り
、
嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
）
七
月
の
⽝
藤
岡
屋
日
記
⼩

（
注
24
）
に
も
、
昨
今
の
草
双
紙
・
武
者

絵
に
関
す
る
規
制
の
緩
み
か
ら
、
規
制
強
化
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
序
の
合
巻
⽝
絵
本
英
雄
太
平
記
⽞（
仮

名
垣
魯
文
著
・
月
岡
芳
年
画
、
江
戸
村
上
松
太
郎
版
）
や
、
慶
応
元
年
（
一
八
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六
五
）
刊
の
切
附
本
（
末
期
中
本
型
読
本
）⽝
真
柴
軍
功
記
⽞（
歌
川
貞
秀
著
・

画
、
江
戸
文
久
堂
版
）
で
も
、
秀
吉
に
は
⽛
真
柴
秀
吉
⽜、
信
長
に
は
⽛
小
田
春

長
⽜
の
仮
名
が
用
い
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
も
草
双
紙
の
一
種
で
あ
る
合
巻
お
よ

び
切
附
本
で
人
名
の
仮
名
表
記
が
続
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
依
然
と

し
て
草
双
紙
に
対
す
る
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
へ
の
風
当
た
り
は
強
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
役
者
似
顔
絵
・
多
色
摺
の
統
制
は
風
紀
粛
正
・
奢
侈
禁
止
の
価
値
観
に

基
づ
い
て
い
た
が
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
ケ
ー
ス
は
徳
川
家
や
諸
大
名
の
権
威
を

守
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
す
べ
て
の
規
制
が
一
律
に
緩
ん
だ
わ
け
で
は
な
い

と
考
え
る
。

一
方
、
同
じ
く
実
名
を
用
い
た
⽝
朝
鮮
軍
記
⽞（
大
河
内
秀
元
著
、
嘉
永
二
年

〈
一
八
四
九
〉
刊
、
江
戸
誠
格
堂
版
）
や
⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞（
栗
原
信
充
編
、

嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉
初
・
二
編
刊
、
江
戸
紙
屋
徳
八
等
版
)

（
注
25
）
の
出
版
に
関

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
⽝
市
中
取
締
類
集
⽞
書
物
錦
絵
之
部
（
四
三
一
・
四
三

二
・
五
二
一
～
五
二
三
・
五
七
五
・
六
七
八
）
の
記
録
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
書
物
は
学
問
所
の
改
印
が
既
に
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
上
役
の

指
図
を
得
ず
に
独
断
で
願
を
処
理
す
る
⽛
手
限
⽜
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
注
目
で
き
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
学
問
所
改
を
通
過
し

た
書
物
が
町
奉
行
所
で
は
⽛
手
限
⽜
で
処
理
で
き
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

で
は
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
等
の
絵
本
読
本
は
学
問
所
改

を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
絵
本
読
本
が
学
問
所
の
検
閲
を

受
け
て
お
り
、
ま
た
本
屋
仲
間
が
復
活
し
た
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
後
も

学
問
所
改
が
続
行
さ
れ
た
と
考
え
得
る
証
拠
を
一
点
挙
げ
て
お
く
。
そ
れ
は

⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
の
稿
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
に
は

第
七
編
（
巻
一
～
四
、
六
、
八
、
九
）・
第
九
編
・
第
一
〇
編
（
巻
一
～
四
、
巻

七
～
一
〇
）・
第
一
一
編
（
巻
一
～
六
、
八
、
九
）・
第
一
二
編
が
存
す
る
（
注
26
）が
、

こ
の
う
ち
各
編
巻
一
の
表
紙
に
⽛
学
問
所
改
⽜
印
が
捺
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
九

編
の
表
紙
右
肩
に
は
⽛
戊
辰
年
閏
四
月
下
旬
⽜
の
年
記
が
あ
り
、
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）四
月
の
こ
と
と
わ
か
る
。
同
年
九
月
に
は
明
治
に
改
元
さ
れ
た
の
で
、

学
問
所
改
は
幕
政
瓦
解
の
際
に
も
機
能
し
て
い
た
と
考
え
得
る
。
従
っ
て
、⽝
絵

本
豊
臣
勲
功
記
⽞
の
出
版
を
許
可
し
た
の
は
昌
平
坂
学
問
所
で
あ
り
、
そ
の
命

に
よ
っ
て
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
人
名
変
更
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
注
27
）。

こ
の
よ
う
に
捉
え
る
な
ら
ば
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
い
ず

れ
の
書
物
も
、
学
問
所
の
許
可
が
あ
っ
た
た
め
に
刊
行
で
き
、
か
つ
人
名
変
更

も
行
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
曰
く
付
き
の
書
の
出
版

や
人
名
変
更
に
関
し
、
登
場
人
物
を
先
祖
に
持
つ
諸
大
名
等
か
ら
抗
議
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
脇
坂
家
に
限
ら
ず
予
想
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
（
こ
の
時
、
か
つ
て
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
に
つ
い
て
訴
え
を
起
こ
し
た
と
推
測

さ
れ
る
脇
坂
安
董
は
死
去
し
て
い
た
が
、
後
継
の
安
宅
が
京
都
所
司
代
と
し
て

依
然
幕
閣
の
重
臣
と
な
っ
て
い
た
）。
な
ら
ば
、
な
ぜ
学
問
所
は
、⽝
絵
本
豊
臣

勲
功
記
⽞
や
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
出
版
を
許
可
し
、
そ
の
人
名
変
更
を
命
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
幕
閣
に
お
け
る
豊
臣
秀
吉
に
関
す
る
思
想
的
転
換

既
に
先
行
研
究
を
挙
げ
て
示
し
た
よ
う
に
、
学
問
所
に
お
け
る
検
閲
は
学
者

が
担
当
し
、
そ
の
検
閲
に
は
学
者
の
恣
意
的
な
判
断
や
解
釈
が
大
き
く
入
り
込

む
余
地
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
に
注
（
18
）
中
村
論
文
に
依
っ
て
、
当
時
の
検

閲
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
論
に
依
れ
ば
、
天
保
の
改
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革
に
お
い
て
検
閲
を
担
当
し
た
学
者
は
、
幕
府
に
仕
え
る
役
人
と
し
て
の
立
場

だ
け
で
な
く
、
学
術
界
の
認
識
を
採
用
す
る
形
で
、
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

検
閲
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
検
閲
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
憚
ら
れ
て

い
た
献
策
の
類
を
許
容
す
る
こ
と
や
、
異
学
・
蘭
学
に
関
す
る
書
物
の
出
版
に

つ
い
て
、
広
く
学
術
界
に
身
を
置
く
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
読
者
が
異
説
を
自

主
的
に
取
捨
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
て
許
容
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
同
論
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
思
想
が
天
保
の
改
革
で
初
め
て
取
り
入
れ

ら
れ
た
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

等
の
出
版
や
、
人
名
変
更
の
指
示
に
も
こ
の
思
想
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る

と
筆
者
は
考
え
る
。

で
は
幕
末
の
学
術
界
に
お
い
て
絵
本
読
本
、
と
り
わ
け
こ
う
し
た
太
閤
記
関

係
作
品
群
は
ど
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
井
上
泰
至
氏
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
所
謂
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
戦
争
）
を
主
題
と
し

た
絵
本
読
本
で
あ
る
⽝
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
⽞（
菊
池
春
日
楼
著
、
鶴
峯
戊
申
校
・

序
、
橋
本
玉
蘭
画
、
江
戸
菊
屋
幸
三
郎
版
）
を
取
り
上
げ
、
幕
末
に
お
け
る
絵

本
読
本
の
思
想
的
側
面
を
論
じ
た
（
注
28
）。
同
論
は
寛
政
～
文
化
期
に
成
立
し
た
⽝
絵

本
太
閤
記
⽞⽝
絵
本
楠
公
記
⽞⽝
絵
本
忠
臣
蔵
⽞
の
三
作
が
後
に
尊
王
攘
夷
を
伴

う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
な
る
⽛
触
媒
⽜
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
う
ち

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
に
記
さ
れ
た
秀
吉
の
対
外
戦
争
が
本
居
宣
長
の
歴
史
観
の
下

に
国
威
高
揚
の
⽛
偉
業
⽜
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
が

⽛
歴
史
読
み
物
た
る
絵
本
読
本
の
、
始
発
に
お
け
る
思
想
の
芽
⽜
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
し
て
、
上
記
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
思
想
を
孕
む
嘉
永
期
の
絵
本
読
本

を
、⽝
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
⽞
を
中
心
に
し
て
分
析
し
、
幕
末
の
絵
本
読
本
が
、
一

七
・
一
八
世
紀
に
歴
史
読
み
物
と
し
て
娯
楽
を
提
供
す
る
と
同
時
に
源
氏
将
軍

史
観
を
一
般
に
も
た
ら
し
た
刊
行
軍
書
の
列
に
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
、
そ
の

思
想
性
に
お
い
て
は
海
外
情
報
へ
の
関
心
と
国
学
の
国
粋
思
想
が
柱
に
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ち
な
み
に
、
同
論
で
挙
げ
ら
れ
る
⽝
絵
本

朝
鮮
征
伐
記
⽞
に
は
、
明
治
に
至
る
ま
で
存
続
し
た
福
岡
藩
の
初
代
藩
主
黒
田

長
政
等
の
登
場
人
物
が
す
べ
て
実
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
⽝
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
⽞
の
出
版
も
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
や
⽝
絵
本
太

閤
記
⽞
と
同
じ
絵
本
読
本
で
あ
る
以
上
、
学
問
所
改
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
学
問
所
内
で
は
ど
う
い
う
思
想
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
眞
壁
仁
氏
が
紹
介
す
る
、
学
問
所
内
に
お
い
て
政
教
体
制
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
古
賀
侗
庵
（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
～
弘
化
四
年
〈
一
八

四
七
〉）
の
征
韓
論
に
見
ら
れ
る
思
想
的
転
換
に
注
目
す
る
（
注
29
）。
同
書
に
依
れ
ば
、

侗
庵
の
著
作
の
う
ち
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
⽝
豊
王
征
韓
論
⽞
か
ら
文
政

一
〇
年
（
一
八
二
七
）
の
⽝
豊
太
閤
征
韓
論
⽞
に
至
る
ま
で
、
侗
庵
は
日
本
の

⽛
威
稜
⽜
を
諸
外
国
に
知
ら
し
め
た
こ
と
が
対
外
的
独
立
の
維
持
に
役
立
っ
た

こ
と
を
認
め
つ
つ
、
秀
吉
の
征
韓
に
つ
い
て
は
道
義
的
に
批
判
す
る
立
場
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
ア
ジ
ア
の
政
治
秩
序
認
識
が
西
洋
諸
大
国
の
覇
権
争

奪
と
い
う
世
界
認
識
を
定
着
さ
せ
た
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
代
）
に
至
る
と
、

侗
庵
は
秀
吉
の
武
威
に
つ
い
て
⽛
世
の
英
雄
也
⽜
と
評
し
（⽝
侗
庵
新
論
⽞
一
二

〇
、
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
〉）、⽛
列
祖
・
豊
太
閤
之
英
武
⽜
を
も
っ
て
⽛
海
南

諸
島
及
び
東
察
加
を
取
る
⽜
と
い
う
志
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
（⽝
海
防
憶
測
⽞

一
七
・
三
四
、
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
～
一
〇
年
〈
一
八
三
九
〉）。

右
記
の
事
実
に
従
え
ば
、
天
保
以
降
に
興
隆
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
幕
府

儒
者
の
中
で
も
高
ま
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、⽝
絵
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本
豊
臣
勲
功
記
⽞
の
序
文
で
秀
吉
が
⽛
天
下
必
定
二
斯
人
一
⽜
と
評
さ
れ
、
そ
の

⽛
餘
烈
、
残
勲
⽜（
二
語
と
も
秀
吉
の
残
し
た
功
績
の
意
）
が
⽛
朝
鮮
・
朱
明
⽜

に
⽛
震
爆
⽜（
鳴
り
轟
く
と
い
う
ほ
ど
の
意
）
し
て
い
る
と
述
べ
る
序
者
が
菊
池

三
渓
（
安
政
五
年
〈
一
八
五
八
〉
以
降
将
軍
侍
講
）
で
あ
り
、
凡
例
で
秀
吉
を

⽛
英
雄
⽜
と
評
す
る
⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
の
編
者
が
天
保
頃
ま
で
幕
府
奥
御
右

筆
を
務
め
た
故
実
家
・
栗
原
信
充
で
あ
る
こ
と
も
、
当
時
の
学
者
の
思
想
を
物

語
る
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
例
が
学
問
所
全
体
の
思
想
的
転
換
を

表
す
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
学
者
た
ち
は
こ
の
当
時
度
々
海
防
策
を

論
じ
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
閣
老
に
海
防
策
を
提
出
し
て
も
い
る
。

従
っ
て
、
多
少
の
意
見
の
相
違
は
あ
っ
て
も
学
問
所
の
学
者
た
ち
は
秀
吉
を
英

雄
と
見
做
す
解
釈
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
後
述
す
る
よ
う
に

大
学
頭
林
復
斎
と
交
流
が
あ
っ
た
大
槻
盤
渓
も
秀
吉
を
英
雄
と
評
価
す
る
）。

ま
た
、
渡
辺
浩
氏
は
、
名
実
を
重
ん
じ
る
儒
学
者
に
と
っ
て
尊
王
攘
夷
思
想
が

重
要
視
さ
れ
、⽛
日
本
で
も
儒
学
的
な
教
養
が
浸
透
す
れ
ば
浸
透
す
る
ほ
ど
、
天

皇
の
権
威
は
高
ま
っ
た
⽜
と
す
る
（
注
30
）。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
前
述
し
た
よ
う
な
、

広
く
学
術
界
に
身
を
置
く
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
読
者
が
異
説
を
自
主
的
に

取
捨
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
許
容
す
る
検
閲
方
針
も
注
目
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
秀
吉
を
高
く
評
価
す
る
学
問
所
儒
者
の
思
想
は
、
学
問
所
全

体
の
思
想
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
出
版
許
可
を
出
す
上
で
障
害
と
な
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
⽝
絵
本
朝
鮮
征
伐

記
⽞、
そ
し
て
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
出
版
・
再
版
が
許
可

さ
れ
、
併
せ
て
秀
吉
を
英
雄
と
し
て
顕
彰
す
る
意
図
か
ら
、
幕
命
と
し
て
人
名

を
実
名
に
改
め
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
井
上
泰
至
氏
は
、
こ
の
幕
末
に
あ
っ
て
世
界
情
勢
を
⽛
戦
国
⽜
と

捉
え
、
戦
国
の
世
に
あ
っ
て
外
征
を
行
っ
た
秀
吉
を
大
英
雄
と
見
做
す
史
観
が

佐
幕
派
・
討
幕
派
双
方
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
併
せ
て
幕
府
側
（
佐
幕
派
）

に
あ
っ
て
林
復
斎
の
書
物
検
閲
に
も
関
わ
っ
た
と
い
う
大
槻
盤
渓
が
、
秀
吉
を

秦
の
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
に
も
勝
る
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大

王
に
も
比
肩
し
う
る
大
英
雄
と
評
価
し
た
⽝
近
古
史
談
⽞（
元
治
元
年
〈
一
八
六

四
〉
刊
）
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
（
注
31
）。
こ
う
し
た
世
論
に
あ
っ
て
は
、
か
つ
て

脇
坂
安
董
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
幕
閣
内
に
お
け
る
強
い
上
昇
志
向
が
諸

大
名
の
中
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
祖
先
に
つ
い
て
秀
吉
を
主
人
公
と
す

る
絵
本
読
本
で
描
か
れ
る
こ
と
を
気
に
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
む
し
ろ
外
征
の
大
英
雄
た
る
豊
臣
秀
吉
ゆ
か
り
の
祖
先
を
持
つ
も
の
と

し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
柱
に
あ
る
⽛
啓
蒙
⽜
的
絵
本
読
本
に
お
い

て
は
、
諸
大
名
に
と
っ
て
実
名
で
の
記
載
が
憚
り
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
決
し
て
徳
川
家
へ
の
配
慮
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
注

（
31
）
井
上
論
文
（⽝
秀
吉
の
虚
像
と
実
像
⽞
所
収
）
も
、⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞

や
⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
に
徳
川
史
観
の
名
残
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
し
、
こ
れ
ら
の
絵
本
読
本
が
幕
命
に
よ
っ
て
家
康
の
名
を
伏
せ
た
と
い
う
点

に
鑑
み
れ
ば
、
天
保
の
改
革
で
改
訂
さ
れ
た
出
版
統
制
令
を
遵
守
し
て
い
る
、

学
者
た
ち
の
幕
臣
と
し
て
の
立
場
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞、
ひ
い
て
は
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞⽝
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
⽞
の

出
版
許
可
、
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
実
名
表
記
お
よ
び
そ
の
命
令
は
、
昌
平
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坂
学
問
所
の
学
者
た
ち
が
そ
の
当
時
の
世
論
で
も
あ
っ
た
秀
吉
の
英
雄
史
観
を

許
容
し
た
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
端
的
な
結
論
で
あ

る
。⽝
出
勤
帳
⽞
を
確
認
す
る
と
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
絶
版
と
ほ
ぼ
同
時
に
絶

版
処
分
と
な
っ
た
⽝
絵
本
拾
遺
信
長
記
⽞
に
つ
い
て
、
そ
の
再
版
の
交
渉
が
⽝
絵

本
太
閤
記
⽞
再
版
許
可
が
も
た
ら
さ
れ
た
直
後
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六

月
一
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
一
年
後
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
二
二
日

に
再
版
許
可
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。⽝
出
勤
帳
⽞
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

九
月
六
日
条
に
は
、⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
同
様
に
人
名
の
実
名
表
記
を
命
じ
た
記
録

も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
戦
国
期
を
扱
っ
た
幕
末
の
絵

本
読
本
に
対
し
、実
名
表
記
が
一
律
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
絵
本
読
本
の
人
名
が
実
名
に
改
め
ら
れ
た
時
期
に
あ
っ
て
も
、
前
述

し
た
万
延
二
年（
一
八
六
一
）序
の
合
巻⽝
絵
本
英
雄
太
平
記
⽞、慶
応
元
年（
一

八
六
五
）
刊
の
切
附
本
⽝
真
柴
軍
功
記
⽞
等
、
草
双
紙
や
切
附
本
（
注
32
）等
に
対
す
る

人
物
名
の
規
制
は
続
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
が
一
般
的
に
実
名
表
記
を
行

う
の
は
慶
応
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
実
例
を
挙
げ
れ
ば
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

以
降
に
二
世
笠
亭
仙
果
が
発
表
し
た
切
附
本
で
あ
る
⽝
賤
ヶ
嶽
軍
記
⽞⽝
四
国
攻

軍
記
⽞⽝
日
吉
丸
誕
生
記
⽞⽝
勢
州
軍
記
⽞⽝
桶
狭
間
軍
記
⽞
等
の
作
品
群
や
、
そ

の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
切
附
本⽝
羽
柴
雲
昇
録
⽞（
弄
月
閑
人
著
・
孟
斎
芳
虎
画
、

江
戸
藤
岡
屋
慶
治
郎
版
）
は
人
名
を
悉
く
実
名
で
表
記
す
る
。
こ
の
年
に
は
岳

亭
定
岡
の
手
に
よ
る
切
附
本
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞（
人
名
は
実
名
表
記
）
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
版
さ
れ
た
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
の
実
名
利
用
の
影
響
が
こ
の
頃

よ
う
や
く
切
附
本
に
も
及
ん
だ
と
考
え
る
の
は
稍
早
計
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ

れ
、
享
保
の
出
版
統
制
令
で
定
め
ら
れ
た
人
名
に
対
す
る
規
制
の
影
響
は
、
維

新
を
迎
え
る
寸
前
に
な
っ
て
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
⚑
）
佐
藤
悟
⽛
文
化
元
年
の
出
版
統
制
と
考
証
随
筆

─
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

絶
板
の
影
響

─
⽜（⽝
文
学
⽞
第
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）
参

照
。

（
⚒
）
山
本
卓
⽝
舌
耕
・
書
本
・
出
版
と
近
世
小
説
⽞（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
⚓
）
再
版
本
の
人
名
が
実
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
注
（
⚒
）

山
本
書
が
既
に
指
摘
す
る
。

（
⚔
）
以
下
、⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
か
ら
の
引
用
は
一
九
七
五
年
三
月
～
一

九
九
三
年
三
月
に
か
け
て
清
文
堂
出
版
か
ら
全
一
八
冊
に
亘
り
刊
行
さ

れ
た
翻
刻
・
影
印
に
依
る
。
適
宜
傍
線
を
施
し
た
。

（
⚕
）
版
木
の
作
成
は
⽝
出
勤
帳
⽞
に
依
れ
ば
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月

二
三
日
に
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
一
二

日
の
⽝
出
勤
帳
⽞
に
は
西
奉
行
が
参
府
す
る
前
に
上
げ
本
（
伺
本
）
を

出
す
よ
う
行
司
が
指
示
を
受
け
、
ま
だ
制
作
中
で
あ
っ
た
版
木
の
制
作

を
慌
て
て
催
促
し
、
同
一
九
日
に
至
急
上
げ
本
を
刷
る
手
筈
を
整
え
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

（
⚖
）
以
下
、
初
刷
本
と
見
ら
れ
る
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
本
を
参
照
し
た

（
同
本
は
巻
一
を
欠
い
て
お
り
、
そ
れ
は
後
刷
本
で
あ
る
架
蔵
本
を
参

照
し
て
補
っ
た
）。
以
降
の
翻
刻
に
際
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
適
宜

句
読
点
を
補
い
、
適
宜
送
り
仮
名
を
付
け
る
な
ど
、
読
み
や
す
さ
に
配

慮
し
た
。
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（
⚗
）
な
お
、
こ
の
奥
付
に
は
⽛
万
延
紀
元
庚
申
再

御
免
⽜（
万
延
元
年
は
一

八
六
〇
年
：
竹
内
注
）と
い
う
記
述
も
認
め
ら
れ
、実
際
に
許
可
が
下
っ

た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
と
は
一
年
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

ず
れ
が
起
き
た
理
由
は
記
録
が
な
く
判
然
と
せ
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

（
⚘
）
再
版
本
諸
本
の
う
ち
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
刊
行
の
初
刷
本
は
弘

前
市
立
弘
前
図
書
館
本（
初
編
巻
一
欠
）、函
館
市
立
中
央
図
書
館
本（
第

二
編
巻
一
〇
・
一
二
の
み
存
）
が
あ
り
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
刊

行
の
後
刷
本
は
架
蔵
本（
初
編
・
第
二
編
存
）、住
吉
大
社
御
文
庫
本（
第

二
編
巻
六
欠
）、
大
阪
天
満
宮
本
（
初
編
～
第
三
編
存
）
が
あ
る
。
初
刷

本
と
後
刷
本
で
は
巻
末
に
付
さ
れ
る
広
告
に
違
い
が
あ
り
、
前
者
に
は

茶
の
湯
・
作
庭
関
係
書
の
広
告
が
、
後
者
に
は
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞

の
広
告
が
あ
る
。
後
者
に
は
広
告
の
後
に
⽛
文
久
三
癸
亥
年
三
月
⽜
の

刊
記
が
あ
り
、
後
刷
本
と
知
れ
る
。
初
刷
本
と
後
刷
本
に
は
以
下
の
論

述
で
指
摘
す
る
人
名
の
特
徴
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
な
お
、
第
二
編
（
巻
三
欠
）
の
み
の
所
蔵
が
認
め
ら
れ
る
初
瀬

川
文
庫
本
に
は
こ
の
広
告
が
な
い
た
め
、
初
刷
本
か
後
刷
本
か
を
断
定

で
き
な
い
。

（
⚙
）
な
お
、
注
（
⚒
）
山
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
寛
政
享
和
期
版
本
に

も
諸
版
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
版
に
お
い
て
も
人
名
に
は
仮
名
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
以
下
同
）。
な
お
国
文
学
研
究

資
料
館
に
は
数
種
の
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

請
求
記
号
が
ナ
⚔
-⚗
⚖
⚒
-⚑
～
⚘
⚔
（
画
像
の
利
用
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
表
示
⚔
・
⚐
ラ
イ
セ
ン
ス
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｙ
-Ｓ
Ａ
に
基

づ
き
、
一
部
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
）
で
あ
る
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
、

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
本
は
請
求
記
号
が
Ｗ
⚙
⚑
⚓
・
⚕
⚖
-⚖
で

あ
る
も
の
を
用
い
た
。

（
10
）
な
お
、
こ
の
修
正
に
つ
い
て
は
敢
え
て
⽛
松
⽜
と
⽛
康
⽜
を
残
し
、
人

物
が
お
の
ず
と
特
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
細
工
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一

度
家
康
の
実
名
を
記
し
て
お
き
な
が
ら
墨
消
処
理
を
行
っ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
第
三
節
で
紹
介
す
る
、
家
康
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
た
⽛
軽
キ
か
な
本
等
之
類
⽜
に
、
当
初
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
が
該

当
し
な
い
も
の
と
本
屋
仲
間
が
判
断
し
た
た
め
と
い
う
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

（
11
）
た
だ
し
、
こ
う
し
た
中
で
、
開
版
あ
る
い
は
出
版
に
至
っ
た
秀
吉
の
伝

記
的
作
品
群
も
幾
つ
か
あ
る
。
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
正
月
に
は

浄
瑠
璃
本
⽝
絵
合
大
功
記
⽞
が
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
は
⽝
化

皮
太
鼓
伝
⽞
が
江
戸
で
出
版
さ
れ
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
は

⽝
祇
園
祭
礼
信
仰
記
⽞
の
抜
本
⽛
信
仰
記
三
段
目
之
口
⽜
の
開
版
が
大
坂

で
許
可
さ
れ
た
（⽝
出
勤
帳
⽞）。
ま
た
、
森
節
男
⽛
古
浄
瑠
璃
⽝
太
閤
記
⽞

の
絶
板
と
本
文
削
除
⽜（⽝
国
語
国
文
⽞
第
八
九
巻
九
号
、
二
〇
二
〇
年

九
月
）
は
、
古
浄
瑠
璃
⽝
太
閤
記
⽞
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
絶

版
に
処
さ
れ
た
後
も
、
版
元
名
を
表
示
し
な
い
形
で
長
く
後
刷
さ
れ
続

け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
右
記
の
例
は
い
ず
れ
も
歴
史
上
の
人

物
名
を
完
全
に
変
え
、
物
語
の
筋
を
大
幅
に
改
変
し
た
作
品
な
の
で
、

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
に
関
す
る
出
版
界
へ
の
強
い
逆
風
は
根
強
く
続
い
て

い
た
と
考
え
る
。

（
12
）
⽝
絵
本
豊
臣
勲
功
記
⽞
が
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞
再
版
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
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と
自
体
に
つ
い
て
は
中
村
幸
彦
⽛
絵
本
太
閤
記
に
つ
い
て
⽜（⽝
中
村
幸

彦
著
述
集
⽞
第
六
巻
、
一
九
八
二
年
九
月
）
や
⽝
享
保
以
後
大
阪
出
版

書
籍
目
録
⽞（
一
九
三
六
年
五
月
）
に
も
簡
潔
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
13
）
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞
所
収
⽝
再
配
帳
⽞
五
番
第
二
八
・⽝
新
板
願
出

印
形
帳
⽞
第
二
〇
、
参
照
。

（
14
）
こ
の
口
上
書
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
⽝
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
⽞

所
収
⽝
差
定
帳
⽞
第
六
番
第
一
六
に
あ
る
。
そ
の
口
上
は
⽛
今
般
於
江

戸
表
豊
臣
勲
功
記
初
編
拾
冊
⽜
か
ら
始
ま
り
、
同
書
の
出
版
が
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
。

（
15
）
井
上
泰
至
⽝
江
戸
の
発
禁
本
⽞（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
七
月
）

参
照
。

（
16
）
佐
藤
至
子⽝
江
戸
の
出
版
統
制
⽞（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
七
年
一
一
月
）

参
照
。

（
17
）
高
木
元
⽝
江
戸
読
本
の
研
究
⽞（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
）

参
照
。

（
18
）
中
村
安
宏
⽛
検
閲
と
幕
府
儒
者
⽜（⽝
歴
史
⽞
第
一
三
〇
号
、
二
〇
一
八

年
四
月
）
参
照
。

（
19
）
佐
藤
温
⽛
藤
森
弘
庵
⽝
春
雨
楼
詩
鈔
⽞
と
幕
末
の
出
版
検
閲
⽜（⽝
近
世

文
藝
⽞
一
〇
三
号
、
二
〇
一
六
年
一
月
）
参
照
。

（
20
）
注
（
15
）
井
上
書
、
注
（
16
）
佐
藤
書
参
照
。

（
21
）
吉
原
健
一
郎⽝
江
戸
の
町
役
人
⽞（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
〇
年
一
〇
月
）

参
照
。

（
22
）
出
版
統
制
令
の
改
訂
に
つ
い
て
は
藤
田
覚
⽝
天
保
の
改
革
⽞（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
六
年
九
月
）
お
よ
び
白
戸
満
喜
子
⽛
幕
末
書
物
事
情
と
⽝
開

版
指
針
⽞⽜（⽝
日
本
文
学
⽞
六
四
巻
六
号
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
参
照
。

（
23
）
⽝
市
中
取
締
類
集
⽞
書
物
錦
絵
之
部
（
大
日
本
近
世
史
料
、
以
下
同
）
四

八
、
参
照
。

（
24
）
⽝
藤
岡
屋
日
記
⽞
巻
四
（
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
一
一
月
）
参
照
。

（
25
）
筆
者
は⽛
太
閤
記
物
実
録
三
種
考

─
⽝
真
書
太
閤
記
⽞⽝
太
閤
真
顕
記
⽞

⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
の
成
立
を
辿
っ
て

─
⽜（⽝
近
世
文
藝
⽞
一
一

三
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
）
に
お
い
て
、⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
が
石
田

三
成
の
名
を
⽛
い
し
だ
か
づ
し
げ
⽜
と
す
る
こ
と
に
触
れ
、
同
書
が
⽝
絵

本
太
閤
記
⽞
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
⽝
真
書
太
閤
記
⽞
を
原
作
と
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
実
名
を
憚
っ
た
も
の
と
考
え
た
。
し
か
し
、
本

稿
で
の
発
見
を
基
に
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
松
浦
清
山
⽝
甲
子
夜
話
⽞

巻
六
六
に
石
田
三
成
を
⽛
か
ず
し
げ
⽜
と
読
む
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
原
則
的
に
⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
の
人
名
が
全
て

実
名
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
拙
稿
を
訂
正
す
る
。

（
26
）
以
下
、
書
誌
情
報
等
は
⽝
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部

第
二
⽞

（
天
理
図
書
館
、一
九
五
一
年
一
〇
月
）お
よ
び
調
査
に
よ
っ
て
纏
め
た
。

（
27
）
こ
の
他
、⽝
昌
平
坂
学
問
所
日
記
⽞（
Ⅲ
、
斯
文
会
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）

記
載
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
降
の
記
事
に
お
い
て
も
、
随
所
に

検
閲
が
続
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
残
る
。

（
28
）
井
上
泰
至
⽛
幕
末
絵
本
読
本
の
思
想
的
側
面
⽜（⽝
日
本
学
研
究
⽞
二
八

号
、
二
〇
一
八
年
八
月
）
参
照
。

（
29
）
眞
壁
仁
⽝
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
⽞（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

七
年
二
月
）
参
照
。

（
30
）
渡
辺
浩
⽝
明
治
革
命
・
性
・
文
明
⽞（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
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六
月
）
参
照
。

（
31
）
井
上
泰
至⽛
文
禄
・
慶
長
の
役
／
壬
辰
戦
争
の
原
因

虚
像
編
⽜（
堀
新
・

井
上
泰
至
編
⽝
秀
吉
の
虚
像
と
実
像
⽞
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
七
月
）

お
よ
び
同
⽛
帝
国
史
観
と
皇
国
史
観
の
秀
吉
像

─
⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

の
位
置
⽜（
前
田
雅
之
・
青
山
英
正
・
上
原
麻
有
子
編
⽝
幕
末
明
治

移

行
期
の
思
想
と
文
化
⽞
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
五
月
）、
注
（
28
）
井

上
論
文
参
照
。
ま
た
濱
田
啓
介
⽛
幕
末
読
本
の
一
傾
向
⽜（⽝
近
世
文
藝
⽞

六
号
、
一
九
六
一
年
五
月
）
も
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
刊
⽝
大
日

本
国
開
闢
由
来
記
⽞
を
例
に
幕
末
読
本
に
お
け
る
秀
吉
の
高
評
価
を
指

摘
す
る
。

（
32
）
切
附
本
と
は
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
～
一
八
四
八
）
以
降
に
出
版
さ
れ

た
末
期
中
型
本
読
本
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
注
（
17
）
高
木
書
に
よ
れ

ば
、
切
附
本
と
は
⽛
読
本
と
し
て
の
格
調
な
ど
微
塵
も
持
ち
合
わ
せ
な

い
低
俗
性
⽜
を
持
つ
⽛
粗
製
乱
造
さ
れ
た
廉
価
な
小
冊
子
⽜
の
形
で
大

衆
文
芸
と
し
て
流
布
し
た
も
の
で
、⽛
合
巻
並
み
の
〈
読
み
も
の
〉⽜
と

し
て
も
考
え
得
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
合
巻
・
切
附
本
が
粗

製
乱
造
を
目
的
と
し
た
低
俗
な
大
衆
文
芸
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
稿
で

扱
っ
た
絵
本
読
本
は
同
様
に
大
衆
文
芸
と
し
て
認
め
得
る
も
の
で
あ
る

と
は
い
え
、
第
四
節
で
扱
っ
た
よ
う
に
学
者
に
よ
る
序
文
が
備
わ
る
こ

と
も
あ
り
、
注
釈
を
付
す
な
ど
の
形
で
本
文
中
に
考
証
も
多
く
な
さ
れ

て
い
た
。
絵
本
読
本
が
こ
れ
ら
合
巻
・
切
附
本
に
対
し
て
早
く
実
名
利

用
を
許
可
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
点
に
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

［
付
記
］
資
料
の
利
用
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
各
関
係
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ

る
。
成
稿
に
あ
た
り
、
井
上
泰
至
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
本
稿
は

JSPS
科
学
研
究
費
（
20J11433・
19K
00314・
20H
00031）
お
よ
び
国

文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
⽛
軍
記
お
よ
び
関
連
作
品
の
歴
史
資
料
と

し
て
の
活
用
の
た
め
の
基
盤
的
・
学
際
的
研
究
⽜
の
成
果
の
一
で
あ
る
。

（
た
け
う
ち
・
こ
う
す
け
／
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
／

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
D
C2）


